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　微小な世界で生じている現象や反応を見てみたいという欲求は顕微鏡技術を発展させてきました。微小な世界
が見えてくると今度はその世界を触ってみたい。触るだけでなく動かしたり組み立てたりしてみたいと興味は尽
きません。私たちの研究室ではこうした微小世界でのエンジニアリング“ナノクラフトテクノロジー”を日々開
拓しています。その実現はナノエレクトロニクス、ナノマシンといった微細なデバイスの作製技術をはじめ、生
体分子のマニピュレーションなど理工学や生物学、医学といった幅広い分野における応用が期待されます。
　我々の研究室では他大学や他の研究機関および企業との共同研究も盛んに行っています。研究室の所属学生に
とっても,学内の研究室メンバーだけでなく,こうした外部機関の研究者と研究活動やディスカッションを通して
交流できることは大変刺激的で貴重な経験となっています。研究室訪問および見学はいつでも歓迎です。

　私たちの研究室ではナノスケールでのエンジニアリグとして、超精密計測
法や微細加工法の開発に取り組んでいます。具体的には顕微鏡技術を基礎と
して計測・位置決め、加工、マニピュレーションなどナノスケールでのも
のづくりを目指した基礎・応用研究を展開しています。光学顕微鏡を応用
した光ピンセットによる微細立体造形法の開発ではナノスケール加工分解能
での３Dプリンターの応用を目指しています。また、走査型プローブ顕微鏡
（Scanning�Probe�Microscope�:SPM）と電子顕微鏡の複合化装置の開発では、
電子デバイス評価から生体試料の顕微解剖技術など幅広く応用展開していま
す。さらに、微細なキャピラリーガラス管（ナノピペット）をプローブとし
たSPM開発では、開口先端からプラズマを照射することでナノスケールで
の表面加工や表面計測を行う新規技術開発にも取り組んでいます。その他、
SPMのナノバイオ分野への応用展開として、ナノピペットをプローブとし
た走査型イオン伝導顕微鏡を開発しており、液中環境での生きたバイオ試料
の計測法やマニピュレーション法を開発しています。
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“ナノスケール顕微計測およびマニピュレーション”

光ピンセットを用いた微細立体造形

走査型イオン伝導顕微鏡による単一細胞の
エレクトロポレーション
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